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１ 再生可能エネルギーの

環境整備を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東北電力は、再生可能エネルギーの買い取りを中

止しました。供給が需要を上回った、というのが理

由であり、原発再稼働を前提とした姿勢が見え見え

です。 

 女川町は復興の５つの柱の１つに「自立型エネル

ギー」を掲げながら、これまで何ら積極的な取り組

みを示していません。気仙沼市、南三陸町、東松島

市、石巻市、女川町以外の市、町は少なからず再生

可能エネルギーに着手しています。 

 女川が手を挙げている、屋根貸し事業への影響は

どうなりますか。 

 原発は地球温暖化対策の優等生であるように言わ

れていますが、使用済核燃料、温排水の問題は置き

去りにされています。 

 町内のアンケートでも６割の人々が原発はいらな

いと答えています。 

 町が自立型エネルギーを推進するのはもちろん、

町ではできない再生可能エネルギーの受け皿となる

環境整備を国に強く求めるべきと考えますが、いか

がですか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 
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２ 安心して徘徊できる町

づくりを 

 

 

 

 

 

 町の形が少しずつ変わり、「新しい古里」が生まれ

ようとしていることが実感されます。 

 しかし、高齢者、人生の先輩方の中には、大きな

環境変化に戸惑う人もいます。そのため、認知症の

増加が心配です。 

 町の形、造りだけではない、認知症に対する仕組

み、取り組みが必要と思います。幸い、女川町には

1,500人もの認知症サポーターがいるとのこと。大牟

田市の取り組みのような、十分に力を発揮できる仕

組みを、今から考えていってはいかがですか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

 

 

 


